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「帝銀第4弾何が飛び出す再審模擬裁判!! 今衝撃の証言JHIPM.I (日本テレビ.1987 
年5月25日)
この番組は. 1948年l月におきた帝銀事件の犯人として死刑判決を下された平沢貞通が.
死刑執行されることなく 1987年5月10日に獄中死したのをうけ，当時の人気深夜情報番組内
で平沢の菟罪の可能性を探る模擬裁判を企画したものである。
同事件において平沢は菟罪の疑いが強いこと，事件で使われた毒物が青酸カリではなく青酸
ニトリルである可能性が高いこと，その青酸ニトリルとは戦時中に登戸研究所で研究開発され
ていたことなどが番組内で詳細に言及されている。ゲストコメンテーターとして映画『帝銀事
件 死刑囚.1(1964年.日活)の監督を務めた熊井啓氏が出演しており，番組は検察と弁護士と
の法廷闘争の形をとって進められている。
弁護側の証拠物件として，登戸研究所の存在とその研究内容を当時の明治大学生田キャンパ
スの映像を交えながら紹介し，山本憲蔵氏も校舎内の案内役として登場している。また，弁護
側の証人の役どころで当時『謀略戦ードキュメント陸軍登戸研究所-J(時事通信社.2001年に
学研M文庫より再版)を出版したばかりのジャーナリストの斎藤充功氏や，帝銀事件を取材し
ていた読売新聞社会部の元記者である竹内理一氏も出演している。
番組内のー企画ではあるが，帝銀事件に関わる数多くの証言や資料を紹介し，事件の概要を
かなり細かく知ることができる。そして.本編最大の特徴は伴繁雄氏のインタピューと帝銀事
件当時の捜査一謀第一係長である甲斐文助氏の手記(番組内では甲斐メモと呼ばれる)の紹介で
ある。伴氏へのインタピューはこの手記をたたき台にしてインタピュアーが伴氏に事実確認を
するという形をとっているが，実質的に伴氏の独演であり，戦時中登戸研究所がどのような扱
いをうけ，どのような研究をし，どのような人物が出入りしていたかなどを克明に語っており，
帝銀事件で使われた毒物も青酸ニトリルである可能性が高いとも言及している。また生産した
毒物の治験のために中国人捕虜を人体実験に用いたことなども番組内で言及しており，そのこ
とへの悔恨も口にしている。
伴氏が一般向けのテレピ番組に実際に出演して登戸研究所の実態について語ったのは，後に
も先にもこれ l度きりであると考えられ，その意味においてもこの番組は資料的価値の高い番
組である。
「信州の昭和史J(NHK， 1989 (平成元)年8月14日〕
ニュース番組内の特集企画として放送されたもので，登戸研究所が戦争末期に長野県駒ヶ根
市付近に疎開して活動していたこと，長野県赤穂高等学校の平和ゼミナールが披映当時研究所
について調査していたことを特集報道している。
登戸研究所がどのような研究をしていたかについての大まかな説明と，実際に高校生の調査
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活動に同行して彼らの取材風景を収めたものが内容の主だが，重ねて.元所員の杉山恵一氏や，
研究所疎開によって自宅を接収された人へのインタピューも独自に行っており，戦争当時の研
究所が上伊那地域でどのような事をしていたかについて触れている。
「信州の昭和史」というタイトルからもわかる通り.あくまで登戸研究所と疎開先の上伊那
地方との関係に特化した特集のため，研究所が登戸にあった頃の話に関してはほとんど触れら
れていないが，その分，戦争が地域と密接に関わりあっていたことを重要視し，日常生活に突
然入り込んできた「戦争」のー側面を視聴者に意識させる特集構成になっている。
「風船爆弾語りつぐオレゴンの悲劇JfNNNド守ュメント90J(日本テレピ.19卯年12月9日)
この番組は日本テレビ系放映の.登戸研究所で研究開発された風船爆弾の実態についてのド
キュメンタリ一番組である。
この番組では，風船爆弾の製造から放球，着弾までをそれぞれ目撃者や体験者のインタビュ
ーなどから明らかにし.20世紀においてアメリカが他国から唯一受けた空襲被害という事実
を縦軸に.戦争が生み出す悲劇とどう向き合っていくべきかというテーマを通底させた構成に
なっている。
内容としては，秘密裏に行われていた風船爆弾の放球作業を目撃した人へのインタビューか
ら，爆弾の放球基地の様子や事故で死亡者が出ても兵器の秘密性の関係上，表立って埋葬等の
供養が一切なされていないことなどが明らかにされる。陸軍小倉造兵廠に工員として勤務した
当時の女学生らの証言から，製造工場での待遇が大変に厳しく非人道的であったにも関わらず，
それに対して疑問を持つことすら許きれなかったという極限状況下で風船爆弾が製造されてい
たということ，そしてアメリカで不発のまま着弾した風船爆弾に誤って触れてしまい爆発し命
を落とした女性の夫であった牧師への取材から.実際にその風船爆弾が人の命を奪ったという
厳然たる事実を考えさせ，戦争の持つ狂気と悲惨さを風船爆弾を巡る人々の運命から描き出し
ている。
この番組では，兵器工廠で働いていた女性から「自分たちは戦争に青春すべてを捧げた戦争
の被害者だと思っていたが，自分たちが作った爆弾で人が死んだことを知ると，そう簡単に割
り切れない」という趣旨の発言を引き出しているが，これはアメリカとの戦争に対して.多く
の日本人が持つ「被害者意識」と実際に自分たちが行った行為に付きまとう「加害者意識」の
双方を一度に垣間見ることのできる発言であり，秘密戦という歴史の表舞台には中々出てこな
い事象から，戦争の素顔を引き出した番組であるといえる。
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「ある卒業 日常の中に見出した平和の重みJrニュースステーションJ(テレピ朝日， 1990年
3月28日)
この番組は，テレビ朝日系のニュースステ}ションの中のー特集として放送されたもので，
内容や体裁は先述の「信州の昭和史」に比較的近い。「信州の昭和史」同様.長野県赤穂高等
学校平和ゼミナールによる登戸研究所の実態調査活動をまとめたもので，ゼミ生が卒業を迎え
るにあたって，卒業式の時期に合わせる形で放送された。
ゼミ生へのインタピューや 顧問である木下健蔵氏へのインタピューなどが盛り込まれてお
り， ["信州の昭和史」に比べて，より生徒の調査活動の紹介に重点的を置く形になっている。
また，特集の最後では，渡辺賢二氏が平和ゼミナール生を明治大学生田キャンパスへ案内す
る光景も紹介されており，当時の研究所の建物がそのまま使われている場合と諸事情により研
究所当時の建物が取り壊されている場合とがあることが説明され 歴史遺物の保存の難しさと
重要さを示す構成にもなっている。
「僕たちはあの戦争を忘れないJrR30特別篇j(TBS， 2008 (平成20)年8月22日〕
この番組は，歴史の表舞台から抹消された戦争というテーマで3部構成になっており，その
内の第 l部として「杉工作J(=偽札作戦)とその作戦の遂行主体として登戸研究所が取り上げ
られている。
偽札作戦にスポットを当てている点では，先述の『歴史への招待』と類似しているが， r歴
史への招待Jでは偽札の流通や作戦推移の紹介解説に比較的重点が置かれているのに対して，
こちらでは.偽札を製造することの困難さにより重点が置かれている。放送の骨子としては，
渡辺賢二氏による偽札の実物の紹介と，偽札作戦の意義と実態に関する解説.そして当時登戸
研究所に勤務して偽札製造に従事していた大島康弘氏へのインタビューから.偽札製造過程の
実態が紹介されている。
おわりに
今回は，登戸研究所資料館で確認できているもののうち，全国放送されたものから重要度の
高いものに限定して紹介した。しかし，地方放送局の番組にも目を向ければ，実際に登戸研究
所が存在している神奈川県や，研究所の疎開先である長野県を中心にいくつかの特集番組が組
まれて放送されている。
紹介された番組の殆どが1980-90年にかけての放送だが これは赤穂高校や法政第二高等
学校の生徒，あるいは市民の活動によって，登戸研究所の実態が明らかになりだしたのがちょ
うどこの時期であること，帝銀事件の死刑囚死亡など間接的に関わりのある出来事が同時期に
おこった事などが要因としてあげられる。登戸研究所の名前や実態は，戦後，一般に認知され
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ているとは言い難い状況ではあるが，多くの番組では，一般の人々の興味を惹くためのプログ
ラムとして構成されており，登戸研究所が忘れ去られようとする時代の流れと，研究所の記憶
をとどめようと考える力の葛藤があることがうかがい知れる。また，赤穂高校や法政二高の事
例は，歴史を継承し次代に語り継いでいこうとする試みでもあり，こういった事例を報道する
こともまた，歴史を継承する作業の一環であると言えるだろう。
また.今回は資料館開館以後のテレピ等の報道は紹介しなかったが.NHKなどを中心に，
新聞や地方テレビ局などで登戸研究所資料館関連特集は随時放送されており，今後も研究動向
などに合わせ.報道等は増えるものと考えられる。
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